
令和 6 年度 全国学力・学習状況調査の結果について 
                                  令和 6年 10月 11日 

                                  枚方市立杉中学校 

  文部科学省が今年４月に実施した、令和６年度全国学力・学習状況調査の結果について、本校の学力や学習の状

況を保護者の皆様にお知らせします。結果によると、生徒の生活習慣と学力には相関関係があることから、引き続き、

保護者の皆様にもご協力をお願いいたします。 

※調査結果について 

 教科や出題範囲が限られていることから、全国学力・学習状況調査により測定できるのは、学力の特定の一部分

です。 

 

学力調査の結果 
 

＜学力調査結果の概要＞ 
〇国語について 

 →本校の調査結果は、全国をやや上回る結果であった。R３年度からの経年結果を見ても、上昇傾向にある。本校の

授業において、自分の意見を発表する授業形態をとり入れており、「自分の考えを述べる」問題で成果がみられるよう

になった。これは全体での成果としてもあげられる項目でもあり、継続して今後も行うとともに、必要に応じた質問にも

対応していけるような力の育成も必要である。 

 

〇数学について 

 →本校の調査結果は、全国をやや上回る結果であった。R４年度に大きく下がる結果が得られたが、R5 年、R６年と

上昇傾向にある。日頃の授業の繰り返しの演習が効果を発揮したと考えられる。今後としては、協同学習の充実

をさらにはかり、発表や表現の時間を増やし、記述式の問題での力の育成が必要である。 

 

教科に関する調査 
＜国語＞ 

成果 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 正答率 無解答率 

本校 52.0 5.2 

全国 44.7 9.9 

分析（考察） 

 正答率が高いと同時に無解答率が低い。

授業での振り返りや定期テストなどにおい

て、条件作文を書く機会を設けるようにして

いることが、成果につながったのではないか

と考える。根拠や理由を明確にしながら自分

の考えを書く力は、これからも必要である。

引き続き、自分の考えを書く機会を設けるよ

うにしたい。 

   

話合いの話題や展開を捉えながら、他者の発

言と結びつけて自分の考えをまとめることがで

きるかどうかをみる 
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＜数学＞ 

成果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 正答率 無解答率 

本校 55.9 3.1 

全国 48.3 3.4 

 正答率 無解答率 

本校 ８０．３ ３．５ 

全国 ７３．１ ４．２ 

 正答率 無解答率 

本校 ７６．９ ３．５ 

全国 ７４．３ ５．８ 

簡単な場合について確率を求めることができる 

かどうかをみる 

分析（考察） 

本問と後述の【課題】においては，別分野の問題ではあるが、正答率に５倍以上の開きが見られる結果となった。 

本問が成果につながった理由としては、教科書の例題や練習プリント等で同タイプの問題を繰り返し演習したこ

とで定着につながったと考える。 

 

与えられたデータから最頻値を求めることが

できるかどうかをみる 

分析（考察） 

第１学年で学習する分野「データの活用」

においては、以前から他分野(特に計算等の

分野)よりも演習時間が短かった。その反省

を踏まえ、短答式にこだわった問題演習の時

間を増加させたことが、正答率の向上につな

がったと考える。もちろん短答式だけでなく、

記述式の問題のような論理的思考力が試さ

れる問題にも、十分対応できるような指導を

心掛けたい。 

 

分析（考察） 

 時系列で並べ替える問題は、定期テストで

取り組んだ経験がある。同時に、短歌の中

で時間がわかることばに着目し、ていねい

に読み取ることができたと考える。情景描写

が語り手や登場人物の心情を映し出してい

ることを、さまざまな作品を通じて学習を重

ねている成果である。引き続き、日ごろの授

業の中で工夫して指導したい。 

短歌の内容について、描写を基に捉えること

ができるかどうかをみる 
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質問紙調査の結果 

※帯グラフは、左から「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」「どちらかといえば当てはまらない」を示しています。 

※無回答があるため、帯グラフの合計数値は 100にならない場合もあります。 

 

質問：1,2 年生のときに受けた授業では、各教科で学んだことを生かしながら、自分の考えをまとめる活動を行ってい

ましたか。 

 
 

質問：人の役に立つ人間になりたいですか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分析結果を踏まえて取り組んでいくこと 

（１）授業改善について 

・授業環境の構築。 

生徒が間違えることを恐れずに、安心して発言や質問をできるようにする。 

・課題設定の検討。 

知的好奇心を高めるような課題・基礎知識の定着を意識した課題など工夫を行う。 

・文章表現の機会を増やす。 

道徳の授業も含め、各教科の授業で自分の考えを書く場面を増やし、生徒の表現力・文章力の力を向上させる。ま

た、目的や条件に応じた文章を書く場面を増やすことでも、生徒の表現力・文章力の力を向上させる。 

・発表する機会を増やす。 

  タブレットなどの ICT機器を効果的に活用し、生徒がみずから考え、調べ、表現する力の向上をめざす。 

・単元計画表の活用。（作成・配布） 

  見通しを持って生徒が計画的に学習に進められるようにする。また、単元計画表を用いて授業のふりかえりを行い、

自己分析する力の向上も目指す。 

・協同学習の充実。 

  話合い活動を充実させ、考えを深める機会・他者から学ぶ機会を増やし、生徒の主体性・他者と協働して課題解決

を図る力の育成に努める。 

分析（考察） 

各教科で協同学習に取り組む中

で、班学習を多く取り入れ、自分の

意見を述べる機会が多くなってい

る。その結果が表れたのではないか

と考えられる。 

分析（考察） 

道徳や総合の授業、教科の授業も

含め、日頃の生徒指導や仲間づくり

の中で、自分も大切にするが、「人を

思いやる心」の成長がうかがえる。協

同学習で、仲間とともに解決するとい

う課題を行う成果でもあると考えら

れる。 



・教員の授業力の向上 

  研修や相互授業参観を充実し、教師も協働する中で、授業力の向上に努める。 

 

（２）家庭学習について 

・単元計画表の活用。 

  計画的に家庭学習を進める事ができるように、単元計画表を用いた指導を進めていき、自学自習力を高めていく。 

・提出物カレンダーの活用。 

  生徒が主体となって計画的に家庭学習を行えるように、学習委員会も活用しながら提出物や小テストなどの予定

をクラスで発信するようにする。 

・課題の検討。 

  問題をこなすだけの課題ではなく、知的好奇心を高めるような探求型、授業内容につながる予習型の課題など、課

題の質を向上させる。また、授業で学習したことをもとに、「文章を読む・考えを深める・自分の言葉で文章を書く」

を意識した課題の検討を行う。 

・クラスや各教科で Google クラスルームの活用。 

課題の確認や授業内容の確認を行えるようにし、家庭での復習につながるようにしていく。 

・家庭学習コンテンツ（ドリルパークなど）を利用した課題の検討。 

  各教科で研究を行い、個別最適な学習にもつながるように検討する。 

・授業につながる課題設定の研究を行う。 


